
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

経００１ 項　　目　　名 ふるさと起業家支援プロジェクト事業費

予算書項目 新規創業支援事業費 ページ 33 所　　属　　名

経済観光部 
経済・雇用戦略課年度 R7

一般会計 【問合せ先】地域経済係 0857-30-8282

【１１次総の施策体系】2101　●実施計画

【事業の経過及び背景】
　新たな起業や新事業の創出は、地域産業に刺激を与え、地域活性化の源泉となる可能性
を秘めた取組であり、本市においては融資、まちづくりファンドによる支援等を実施して
いるところである。

【事業の目的及び効果】
　本市の起業家に対して、ふるさと納税制度を活用し、資金調達の機会を提供するクラウ
ドファンディング型の支援事業を実施することで、起業を促すとともに、ふるさと納税の
仕組みを活用して地域の外から資金を調達することによって、地域経済の好循環の拡大を
図る。
　また、市内に新規で起業・創業される者等に対して、事業に要する経費の一部を補助
し、起業に対する意欲を高めるとともに、経済活性化を図る。

【事業の内容】
・伴走型スタートアップ支援補助金
　　商工会議所、商工会等の支援機関の伴走支援を受ける起業者について、起業初期に必
　要となる経費の一部を支援する。（補助率1/2、上限100千円）
　　100千円×10件＝1,000千円

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 1,000 0 

商工費

目 商工業振興費

補正前額 2,542 

要求額 1,000 

総務部長段階査定額 1,000 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,000 諸収入 0 

計 1,000 その他 0 

備　考　欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

経００２ 項　　目　　名 公設地方卸売市場事業費特別会計へ繰出

予算書項目 公設地方卸売市場事業費特別会計へ繰出 ページ 33 所　　属　　名

経済観光部 
経済・雇用戦略課年度 R7

一般会計 【問合せ先】市場開拓係 0857-30-8283

【１１次総の施策体系】2103

【事業の経過及び背景】
　鳥取市公設地方卸売市場は、昭和48年の開設後50年を経過し、施設の老朽化・耐震強度
不足の指摘、コールドチェーンなどの機能不足が顕著な状態である。かつ、卸売市場その
ものの競争環境が厳しさを増している状況にある。
　このような中、今後も求められる機能・役割を果たすため、令和３年２月に『地域経財
の持続的発展をけん引していく卸売市場』を将来像とした「鳥取市公設地方卸売市場経営
戦略」を策定した。

【事業の目的及び効果】
　「鳥取市公設地方卸売市場経営戦略」に定める方針に基づき、現在地での建替え、機能
を強化した閉鎖型施設への転換をはかる。

【事業の内容】
　賃金水準及び物価水準の変動により、建設工事請負契約約款第25条第１項から第４項の
規定に基づき令和７年度残工事（旧施設の解体（青果棟・水産物棟）、駐車場施設の施
工、外構整備）に係る費用の増額を行う公設地方卸売市場事業費特別会計への繰出し。

　令和３年度　サウンディング型市場調査、事業促進のための事業協力者手法の採用
　　　　　　　要求水準書等作成のためのアドバイザリ業務委託
　　　　　　　国交付金（強い農業づくり総合支援交付金）に向けた事業計画提出
　令和４年度　事業者公募、国交付金の交付決定、事業者選定。
　　　　　　  基本設計と一部棟（水産物棟など）の実施設計。
　令和５年度　都市計画決定、実施設計済の水産物棟などの施工、全施設の実施設計
　令和６年度　８月末に花き・仲卸・関連事業者Ｂ棟、３月末に青果棟を施工

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 46 0 

他会計繰出

目 公設地方卸売市場事業費特別会計へ繰出

補正前額 38,461 

要求額 46 

総務部長段階査定額 46 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 46 諸収入 0 

計 46 その他 0 

備　考　欄



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

経００３ 項　　目　　名 企業立地促進補助金

予算書項目 企業誘致促進事業費 ページ 33 所　　属　　名

経済観光部 
企業立地・支援課年度 R7

一般会計 【問合せ先】企業支援係 0857-20-3223

【１１次総の施策体系】2101、2102、2103　●実施計画

【事業の経過及び背景】
　人口減少・高齢化の進行を踏まえ、本市の持続・発展に向け、積極的に企業誘致に取り
組んでいる。新型コロナ以降、県内外の企業の設備投資に向けた動きが活発化している。

【事業の目的及び効果】
　企業の立地や設備投資を促進することにより、税収増、産業の高度化及び雇用機会の拡
大を図る。

【事業の内容】
・企業立地促進補助金（通常メニュー）
　対象業種：製造業、ソフトウェア業、情報処理・提供サービス業など
　補助金額：投資額×10％、上限200,000千円
　補正内容：６件⇒見込：７件（補正額　93,995千円）※６月補正予算より１件増

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 93,995 0 

商工費

目 商工業振興費

補正前額 243,661 

要求額 93,995 

総務部長段階査定額 93,995 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 93,995 諸収入 0 

計 93,995 その他 0 

備　考　欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

経００４ 項　　目　　名 周遊観光促進事業費（重点支援地方交付金）

予算書項目 観光活動費 ページ 33 所　　属　　名

経済観光部 
観光・ジオパーク推進課年度 R7

一般会計 【問合せ先】観光振興係 0857-30-8292

【１１次総の施策体系】2202　●実施計画

【事業の経過及び背景】
　インバウンド需要の更なる増加が見込まれる中、本市を訪れる外国人観光客の周遊を促
すための二次交通の充実が求められている。

【事業の目的及び効果】
　インバウンド需要の回復により、外国人観光客を対象とする「ぐるっと鳥取周遊タク
シー」の利用が大幅に増加しており、引き続き運行支援を行い、外国人観光客のさらなる
誘客と周遊促進を図る。

【事業の内容】
・「ぐるっと鳥取周遊タクシー」の運行（主体：鳥取ハイヤー共同組合）
　① 外国人観光客を対象に３時間4,000円/台で乗車できる周遊タクシーの運行
　② 運賃収入を除いた運行経費を予算の範囲内で支援
　　・当初運行予定台数：3,100台
　　・補正による増台数：2,433台　合計：5,533台

　令和４年度　11,307千円（運行台数　1,330台）
　令和５年度　24,813千円（運行台数　2,950台）
　令和６年度　28,402千円（運行台数　3,086台）

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 22,168 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 22,168 0 

商工費

目 観光費

補正前額 28,590 

要求額 22,168 

総務部長段階査定額 22,168 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 22,168 その他 0 

備　考　欄



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

経００５ 項　　目　　名 宿泊キャンペーン事業費（重点支援地方交付金）

予算書項目 観光活動費 ページ 33 所　　属　　名

経済観光部 
観光・ジオパーク推進課年度 R7

一般会計 【問合せ先】観光振興係 0857-30-8292

【１１次総の施策体系】2202

【事業の経過及び背景】
　本市の宿泊施設は、物価高騰や人材の確保といった課題を抱える中、2024年１月～９月
の客室稼働率（観光庁宿泊統計調査）が、コロナ前の2019年同期を下回るなど、回復途上
にある。

【事業の目的及び効果】
　大阪・関西万博後の観光需要の獲得を見据え、本市独自の宿泊割引を伴う第２弾の宿泊
キャンペーンを実施することで、さらなる観光誘客と観光消費の拡大による地域経済の活
性化を図る。

【事業の内容】
≪第２弾キャンペーン≫
　・予定期間：令和７年11月上旬頃～令和８年１月末
　・宿泊割引：3,000円/人×5,000人
　・周遊クーポン：900円/人×5,000人
　・事業委託先：（一社）鳥取市観光コンベンション協会

≪参考：第１弾キャンペーン≫
　・実施期間：令和７年５月19日～８月１日
　　　　　　　※クーポン配布上限に達したため配布終了
　・宿泊割引：2,000円/人×4,000人
　・周遊クーポン：1,900円/人×4,000人

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 25,217 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 25,217 0 

商工費

目 観光費

補正前額 24,293 

要求額 25,217 

総務部長段階査定額 25,217 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 25,217 その他 0 

備　考　欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

経００６ 項　　目　　名 鹿野往来交流館管理運営費

予算書項目 観光施設整備事業費 ページ 33 所　　属　　名

経済観光部 
観光・ジオパーク推進課年度 R7

一般会計 【問合せ先】観光政策係 0857-30-8291

【１１次総の施策体系】2202

【事業の経過及び背景】
　鹿野往来交流館は、鹿野地区の観光・交流の拠点として、平成22年に開館。地域住民と
観光客の交流の場を提供するとともに、鹿野祭りをはじめとする鹿野地区の歴史・文化の
情報発信拠点としての役割が求められている。

【事業の目的及び効果】
　鹿野往来交流館において、指定管理者制度に基づく施設の適切な維持管理と民間知識の
活用によるサービスの向上を図るとともに、地域経済の活性化や観光振興に取り組む。

【事業の内容】
　鹿野往来交流館業務用冷凍冷蔵庫の更新　1,046千円

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 1,046 0 

商工費

目 観光費

補正前額 20,524 

要求額 1,046 

総務部長段階査定額 1,046 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,046 諸収入 0 

計 1,046 その他 0 

備　考　欄


